
プログラム名 第21回 しごと力道場
～コミュニケーション力を高める対話型ワークショップ～

単元名 RA自動生成

アンケートタイトル 第21回 しごと力道場 アンケート

質問1 プログラム全体の内容は、いかがでしたか？（択一式）

No 解答 人数 ％
1 とても良い 1 20%
2 良い 4 80%
3 どちらでもない 0 0%
4 あまり良くない 0 0%
5 良くない 0 0%

合計 5  



質問2 質問１の回答理由を教えてください。（自由記述）

【自由記述】

・どの立場の人でも実体験で話しやすいテーマだった。

・一つのテーマについて3時間も話せると思いませんでした。
皆さんの仕事に対する熱意や考えを聞くことが出来て、大変勉強になりました。

・性別・年齢・所属・職位等、帰属の別なく、同一のテーマで対話する機会は、このし
ごと力道場をおいて他になく、自己鍛錬の場としての希少価値が高いと感じています。
また、場を制御するものがなく、参加者相互の阿吽の空気感、論点が次から次へ変化し
てゆくなかで、即座に自分の考えを纏め、その潮の流れに違和感なく乗ってゆくファジ
ーな感性を研ぎ澄ます形式知にしがたい体験型プロセスはここでしか習得できないと思
います。

・トークしやすい雰囲気ができていた。ファシリテーターの話題転換もスムーズで会話
に乗りやすかった。 一方で、会社の中で社員研修がらみでいやな目に遭った経験があ
る人は(パワハラじみた研修など)、もしかしたら話しにくいテーマだったのではないか
な、とも感じました。

・いろいろな立場の方のお話が聞けて良かった。



質問3 自分の対話力を考える上で参考になった項目があれば教えてください。（
択一式）

No 解答 人数 ％
1 ディスカッション 2 40%
2 異なる立場の人との交流 3 60%
3 講師の話 0 0%
4 その他 0 0%

合計 5  



質問4 質問3の回答理由を教えてください。「その他」を選んだ方は、その内容も
お書きください。（自由記述）

【自由記述】

・今回は年代も職業も様々な方がいらしたので、違った立場からの個人の意見が聞けて
楽しかった。

・あの様な場で自分の考えや相手の発した言葉に対しての疑問を発することは、とても
緊張しました。 ですが、対話力を付けるには最適な場だと思いました。

・質問２の回答の通りです。日常のコミュニケーションには対話と呼べるものは、よほ
どの意識をもってそれにあたらなければ相当するものはないなかで、且つ立場が多様な
、或いは立場素性が不明な対話の相手の世界観、価値観、境遇等、前提や定義が不透明
中でのコミュニケーションは、通常のコミュニケーションを円滑化し、目的を合理的に
達成するばかりでなく、良好な信頼関係を気付き、それを永続的なものへ昇華する効果
をもたらすものであることに気づきます。

・相手の話を必死に聞いて理解しながら自分の思いをまとめ、機を見て披瀝する、そう
いう「試される時間」を経験することが、話し方ノウハウの学習などよりも実は役に立
っていくのではないか、という予感に基づいています。

・自分と違う発想に刺激を受けた。



質問5 ディスカッションの前と後での「対話力チェックシート」の回答に変化は
ありましたか。（択一式）

No 解答 人数 ％
1 あった 5 100%
2 なかった 0 0%

合計 5  



質問6 質問5で変化があった場合、変化のあった項目や項目数などを教えてくださ
い。（自由記述）

【自由記述】

・実際に意識しながら発言することは難しく、なかなかできなかった。

・思った以上に出来ていませんでした。

・変化の合った項目数：３ 変化の合った項目：2.1根拠を持って、筋道だった話をする
、3.1相手の考えに反対の立場から発信する、3.2相手の考えに反対の立場から質問する

・「反対の立場から質問する」、が点数が落ちました。相手をなじるようなニュアンス
にならないように気をつけようと思っていたのですが…上手くできていなかった気がし
ます(そもそも、なにを質問したかもはっきり記憶にないのですが)。

・覚えていません。



質問7 交流会はいかがでしたか。（択一式）

No 解答 人数 ％
1 とても良い 3 60%
2 良い 2 40%
3 どちらでもない 0 0%
4 あまり良くない 0 0%
5 良くない 0 0%

合計 5  



質問8 質問7の回答理由を教えてください。（自由記述）

【自由記述】

・ラウンジの大きさも人数と合っていてアットホームな感じでよかった。

・まだまだ話足りず、交流会でも今回のテーマについて話し合っていたのが印象的でし
た。

・少人数の交流会が少人数であるため、共通のテーマで全員が談笑できること、話を伺
いたい方のお話をじっくり聞けること等、円滑なコミュニケーションの場であり、ここ
もしごと力道場の場として自らのコミュニケーション能力実践の場になっています。

・料理が美味しい。段位認定証の交付が(皆の前で手渡しでもらえるのがアナログ人間
には)嬉しい。 なかなか、皆さんとしゃべれず、特定の人と長くしゃべるようになって
しまいます。次回努力したいです。

・いろいろな方と交流できた。



質問9 次回は10月26日（土）を予定しています。次回も参加いただけますか。

No 解答 人数 ％
1 参加したいと思う 3 60%
2 日程が合わないので参加できない 0 0%
3 わからない 2 40%
4 参加したくない 0 0%

合計 5  



質問10 今後「しごと力道場」で取り上げてもらいたいテーマ、段位認定制度につ
いて、事務局へのご意見・ご感想などがございましたら、ぜひお聞かせく
ださい。（自由記述）

【自由記述】

・・参加回数で帯の色を変える「ゆる～い」感じがスマートだと思います。 ・認定証
の裏側に、参加回、開催日、テーマのログが記載されると、そのカードの自分だけの希
少価値が高まると思います。 ・テーマの設定及びプログラムの進行について、冒頭にK
K2のエキスタの収録を視聴し、師範代が「この人のコンピテンシーについてどう思いま
すか？」、「自分にないコンピテンシーを感じましたか？」、「自分のコンピテンシー
として補いたいものはありましたか？」、「自分のコンピテンシーにはどのようなもの
がありますか？」を問い、それについて対話を促す運用はいかがでしょうか？

・毎回、温かく出迎えて頂き嬉しく思っております。
今後もよろしくお願いいたします。

・外国人労働者の受入れ



質問11 お手元に配布のこれから開催するプログラムのチラシで、1番ご興味のある
ものを教えてください。（択一式）

No 解答 人数 ％
1 6月26日(水)開催 霞が関坐禅会

～自分自身と向き合ってみよう～
1 20%

2 7月10日(水)開催 タフな心の育て方「レジリエンス・マッス
ル（心のV字回復筋）を鍛える」

0 0%

3 10月26日(土)開催 しごと力道場
～コミュニケーション力を高める対話型ワークショップ～

4 80%

4 興味はない 0 0%
合計 5  
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